
モーリッツ・モシュコフスキー                 （Moritz 

Moszkowski, 1854 年 - 1925年） 

ポーランド系ドイツ人のピアニスト、作曲家、教育者です。彼は 19世紀後半から 20

世紀初頭にかけて、ピアノ音楽を中心に幅広い活動を展開し、当時の音楽界で

大きな影響を持っていました。彼の作品は、ロマン派音楽の伝統に根ざしつつも、

独自の軽快さと技巧的な要素が特徴です。 

生涯 

モシュコフスキーは 1854年に、現在のポーランドであるプロイセンのブレスラウ（現在

のヴロツワフ）に生まれました。幼少期に家族でドイツに移住し、ベルリンで育ちました。

彼は音楽的才能に恵まれ、早くからピアノを学び、後にドイツのライプツィヒ音楽院やシ

ュテルン音楽院でピアノと作曲を学びました。 

モシュコフスキーの音楽キャリアはピアニストとして始まりましたが、指揮者や 作曲家

としても活躍しました。彼は 1880年代には国際的な名声を得ており、 ヨーロッパ各地

で演奏活動を行い、多くのファンを獲得しました。 

彼の健康は 1900年ごろから次第に悪化し、その後は作曲活動に専念するようになり

ます。晩年は財政的に困難な状況に陥り、1925年にパリで亡くなりました。生前は大

成功を収めていたものの、死後は次第に忘れ去られていきました。 

作品                                          

モシュコフスキーの作品は、主にピアノ曲を中心に構成されていますが、管弦楽曲、

室内楽、オペラも手がけています。彼の音楽は非常に技巧的で、ピアニストのための

教育的な要素も含まれていることから、彼のピアノ曲は練習曲や演奏会で人気を博

しました。 

 

• ピアノ曲 



《15 の練習曲 Op.72》 

  モシュコフスキーの**《15の練習曲 Op.72》**は、ピアノ教育の分野で特に有名な

作品で、技巧的な要素を発展させることを目的としています。この作品は、モシュコフ

スキーがピアニストとしての高度な技術と表現力を強調しながら、同時に教育的な目

的も果たすように書かれています。15曲のエチュードはそれぞれ異なる技巧的課題を

扱い、学生からプロのピアニストまで幅広いレベルで演奏され続けています。 

作曲時期: 1890年代 

全 15曲は、それぞれ異なる技術を中心に構成されており、速度、スタッカート、トレモ

ロ、オクターブ奏法、パッセージなど、ピアニストの様々なテクニックを磨くために設

計されています。 

モシュコフスキーの《15の練習曲》は、彼の他の作品と同様に、技術的な挑戦ととも

に、音楽的な美しさも保っています。このため、単なる「技術的エチュード」ではなく、演

奏会のレパートリーとしても扱われています。 

No. 1 

調性: ハ長調 

技術的課題: スケールとアルペジオの練習。主に右手の流れるような パッセ

ージを強調しています。 

音楽的特徴: 明るく華やかで、楽器の音域を幅広く使用しています。 

No. 2 

調性: ハ短調 

技術的課題: 速い跳躍を含む和音の連続と、精密なタイミングが要求 され

ます。 



音楽的特徴: 力強く、ドラマチックな性格の曲。 

No. 3 

調性: イ長調 

技術的課題: 右手のクロスリズムや速いフレーズの演奏が必要。 

音楽的特徴: 軽やかでリズミカル、遊び心のある性格。 

No. 4 

調性: ホ長調 

技術的課題: 長いレガートのパッセージと、その中でのリズム感。 

音楽的特徴: 優美で、表現力の高いメロディーが特徴。 

No. 5 

調性: ニ長調 

技術的課題: 左手と右手が交互に速い音符を処理するため、協調性が求

められます。 

音楽的特徴: 流れるような動きと、躍動感のあるリズムが特徴。 

No. 6 

調性: ト長調 

技術的課題: スタッカートとレガートの交替が特徴的で、音色のコント  ロー

ルが重要。 

音楽的特徴: ちょっとした遊び心を感じさせる軽快な曲。 



No. 7 

調性: ヘ長調 

技術的課題: オクターブの速いパッセージが中心で、正確なリズム感が求め

られる。 

音楽的特徴: 力強さとエネルギーに満ちた曲。 

No. 8 

調性: 変ロ長調 

技術的課題: 左手の連続的なアルペジオと、右手のメロディーが交互に登場

するため、バランスの取れた演奏が必要。 

音楽的特徴: ロマンティックで、感情的な深みを持つ作品。 

No. 9 

調性: 変ホ長調 

技術的課題: 速い和音の連続と右手の速い動き。 

音楽的特徴: 優雅さと華やかさを兼ね備えた曲。 

No. 10 

調性: ト短調 

技術的課題: トレモロや連続する速いパッセージが含まれており、  ダイナ

ミクスのコントロールが重要。 

音楽的特徴: 力強いリズムと、緊張感のある旋律。 

No. 11 



調性: 変イ長調 

技術的課題: 両手が均等に速いパッセージを処理するため、高度な リズ

ム感とテクニックが必要です。 

音楽的特徴: 軽快で活発な性格の曲。 

No. 12 

調性: ハ短調 

技術的課題: 交差するメロディーラインと跳躍を含む高度なテクニックが要

求されます。 

音楽的特徴: 哀愁を帯びた、感情豊かな作品。 

No. 13 

調性: ニ長調 

技術的課題: 速いスケールとアルペジオの流れるような演奏が必要。 

音楽的特徴: 軽やかで、快活な性格の作品。 

No. 14 

調性: ヘ短調 

技術的課題: 右手のトリルや装飾音符の演奏が要求される。 

音楽的特徴: 暗く、重厚な響きを持つ作品。 

No. 15 

調性: ハ長調 



技術的課題: 大きな跳躍と素早いパッセージ、和音の変化に対応  する

スキルが求められる。 

音楽的特徴: 明るく華やかな終曲で、全体を締めくくるにふさわしい   作

品。 

結論 

《15の練習曲 Op.72》は、ピアノ演奏者にとって技術向上のための重要な教材であると

同時に、音楽的にも優れた作品です。技巧的なチャレンジを楽しみながら、豊かな音楽

表現を探求できるエチュード集として、現在でも多くのピアニストに愛されています。 

 

《5 つのスペイン舞曲 Op.12》 

 《5つのスペイン舞曲 Op.12》                               情

熱的かつエキゾチックなピアノ作品です。この作品は、スペイン音楽のリズムと旋律

を取り入れたものとして知られており、19世紀末から 20世紀初頭にかけて人気を

博しました。モシュコフスキーはポーランド系ドイツ人作曲家で、卓越したピアニストで

もありましたが、特にスペイン舞曲で名声を得ました。 

• 作曲時期: 1876年 

• 調性と形式: それぞれの舞曲が異なる調性で書かれており、スペインの伝統的

な舞踊リズムを活用した、情熱的でリズミカルなスタイルが特徴です。 

• 楽器編成: 元はピアノ連弾（4手用）として作曲されましたが、後にオーケストラ

版も編曲され、多くの演奏会で取り上げられました。 

各曲の特徴 

1. 第 1番 ト短調 

形式: スペインの「サパテアード」のリズムに基づいた舞曲。 



特徴: 強烈なリズム感とエネルギーに満ちた作品で、舞踏的なリズムが印象

的です。重厚な和音とリズミカルな動きが曲を推進します。 

2. 第 2番 ニ長調 

形式: スペインの「ハバネラ」に影響を受けた緩やかなテンポ。 

特徴: 静かでロマンチックなメロディーが特徴的です。優美で抒情的な 旋律

が繊細に展開され、エレガントな雰囲気を持っています。 

3. 第 3番 ヘ長調 

形式: スペインの「ファンダンゴ」。 

特徴: 軽快で明るいリズムが特徴的。両手の和音とリズムが踊るように進みま

す。陽気で軽やかな舞曲の性格が反映されています。 

4. 第 4番 変ロ長調 

形式: スペインの「セギディーリャ」。 

特徴: ダイナミックなリズムと、時折現れる抒情的なメロディーが特徴。 繊細さ

と力強さの両面を持ち、スペインの情熱的な踊りの   雰囲気を感

じさせます。 

5. 第 5番 ハ短調 

形式: スペインの「ホタ」。 

特徴: この曲集のクライマックスであり、急速なテンポと熱狂的なリズムが特徴

です。緊張感とエネルギーに満ちたリズムが一貫して おり、華やか

な結びとなります。 

音楽的・技術的特徴 



• リズム: スペイン舞曲のリズムが強調され、リズミカルで舞踊的なスタイルが全体

にわたって見られます。各曲は異なるスペインの伝統舞踊に基づいており、踊り

の性格が強く反映されています。 

• メロディー: 情熱的かつエキゾチックなメロディーラインが各舞曲の特徴であり、ス

ペイン的な情熱と郷愁を喚起させます。 

• 和声とテクニック: 両手をフルに使った力強い和音や速いパッセージが多く、ピ

アノ技術の高い演奏者が求められます。オクターブや大きな跳躍も頻繁に登

場します。 

影響と評価 

《5つのスペイン舞曲 Op.12》は、モシュコフスキーの最も有名な作品の一つであり、19

世紀のピアノ音楽の中でも特に演奏機会が多い作品です。スペイン音楽の要素を取り

入れたこの作品は、異国情緒とロマンティシズムが融合した例として高く評価されていま

す。また、後の作曲家やピアニストに影響を与え、スペイン舞曲のスタイルが広く認識さ

れるきっかけとなりました。 

オーケストラ編曲版も人気があり、ピアノだけでなく、管弦楽のための編成でも親しまれて

きました。これにより、コンサートでも頻繁に演奏され、モシュコフスキーの名声を高める作

品となっています。 

《セレナード Op.15》 

彼の抒情的なスタイルを象徴する繊細で優雅な作品です。セレナードという形式自

体が、一般的に夜に演奏される愛の歌や恋愛をテーマにした楽曲に用いられます

が、モシュコフスキーのセレナードもこの伝統に沿って作曲されています。 

概要 

• 作曲者: モーリッツ・モシュコフスキー 

• 作品番号: Op.15 

• ジャンル: ピアノ独奏曲、またはオーケストラや室内楽編成で演奏されることもあり

ます。 



• スタイル: ロマン派音楽 

特徴 

《セレナード Op.15》は、モシュコフスキーの他の作品同様、豊かなメロディーと優雅な表

現が特徴です。以下にこの作品のいくつかの特徴を挙げます。 

1. ロマンティックなメロディーライン 

• このセレナードは、柔らかで流麗な旋律が印象的です。聴く人を魅了するような、

優美なメロディーが全体にわたって展開され、愛や感傷を表現しています。 

2. 軽やかなリズム 

• セレナードの形式にふさわしい、穏やかで軽やかなリズムが用いられています。

ゆったりとしたテンポで、夜の静けさやロマンティックな雰囲気を醸し出します。 

3. 和声の巧みな使い方 

• モシュコフスキーは、和声を巧みに駆使して曲に深みを与えています。特に、セレ

ナードの調性の中で和声が柔らかく響き、旋律と調和しながら感情の動きをサ

ポートしています。 

4. 感傷的な表現 

• 全体的に感傷的な雰囲気が漂っており、恋愛や失われた愛、郷愁を感じさせる

ような感情的な要素が含まれています。モシュコフスキーの作品にはこのような

抒情的な表現がよく見られ、セレナードもその例外ではありません。 

音楽的構造 

• 形式: 一般的なセレナードの形式を持ち、主題が提示され、その後にさまざまな

変奏や発展が続きます。繰り返しの部分や変化に富んだ楽節があり、単調さを

感じさせません。 



• 調性: 調性は柔和で、穏やかな響きが心地よく広がります。調和の取れた和音

進行が、作品の優雅な雰囲気を一層引き立てています。 

演奏 

• このセレナードは、ピアノ独奏のためだけでなく、オーケストラや室内楽編成でも

演奏されることがあります。それぞれの編成において、メロディーラインの美しさやリ

ズムの軽快さが異なる形で表現され、作品に多様な解釈が与えられます。 

影響と評価 

モシュコフスキーの《セレナード Op.15》は、彼の他の作品と同様、リリカルでエレガントな

作風が特徴で、ロマン派音楽の代表的な作品の一つとして評価されています。特にピ

アノ作品としては、技巧的な部分が目立つことは少なく、優雅な表現と詩的な情感が

重視されており、多くのピアニストや音楽愛好者に親しまれています。 

このセレナードは、演奏会でのレパートリーとしても人気があり、特に小規模なサロンコン

サートや親密な場面での演奏に適していると言えます。モシュコフスキーが持つ独自の

ロマンティックな感性を感じ取れる作品です。 

 

《幻想ポロネーズ Op.14》 

彼の作品の中でも技術的・芸術的に高い評価を受けているピアノ曲です。この作

品は、ショパンの影響を受けつつ、モシュコフスキー独自の華麗さと技巧を融合さ

せたもので、ポロネーズのリズムを基礎としながらも、幻想的な要素を取り入れた壮

大な作品です。 

概要 

• 作曲者: モーリッツ・モシュコフスキー 

• 作品番号: Op.14 



• ジャンル: ピアノ独奏曲 

• 作風: ロマン派音楽 

• 形式: ポロネーズ（3拍子のリズミカルなダンス形式）と幻想的な要素が   融

合した形式 

特徴 

《幻想ポロネーズ Op.14》は、ポロネーズのリズムを基盤としながらも、モシュコフスキーが

得意とする壮麗で流麗な表現、そして幻想的な展開が特徴です。以下、この作品の

主要な特徴について説明します。 

1. ポロネーズのリズムとダンス的要素 

• ポロネーズはもともとポーランドの舞曲で、3拍子のリズムが特徴的です。この作

品でも、伝統的なポロネーズのリズムがしっかりと維持されていますが、それに幻

想的な旋律や和声が加わり、舞曲というよりも詩的な性格を強調しています。 

2. 幻想的な要素 

• 「幻想ポロネーズ」と名付けられている通り、単なるポロネーズの舞曲的な要素

にとどまらず、モシュコフスキーの創造力が発揮された幻想的な要素が取り入

れられています。和声の展開や自由な構成が聴き手を魅了し、物語性を感じさ

せるような独自の音楽的世界が広がります。 

3. 技巧的なパッセージ 

• モシュコフスキーの作品は、華麗な技巧を要求することが多く、《幻想ポロネー

ズ Op.14》もその例外ではありません。左手のリズミカルな伴奏と右手の流れるよ

うなメロディーや装飾音が複雑に絡み合い、ピアニストには高度な技術が求めら

れます。 

• アルペジオやオクターブ奏法などの技術的なパッセージが登場し、演奏には優

れたコントロールと表現力が必要です。 

4. 華麗で壮麗な響き 



• この作品は非常に壮麗な響きを持っています。ポロネーズの威厳あるリズムが楽

曲全体に力強さを与えつつも、幻想的なメロディーがそれを柔らかく包み込み、

全体に一種の優雅さと力強さが共存しています。 

5. 抒情的な中間部 

• 通常、ポロネーズにはより歌謡的で抒情的な中間部が存在し、この作品でも例

外ではありません。中間部では、激しいリズムから一転し、ゆったりとした旋律が

現れ、感情的な表現が強調されます。この部分が、幻想的な性格を一層強

め、聴衆に感動を与えます。 

音楽的構造 

《幻想ポロネーズ Op.14》は、以下のような構造で成り立っています。 

• 序奏: 力強く堂々とした序奏で始まり、ポロネーズの主題が導入されます。ここ

から作品の大規模さと深みが感じられます。 

• ポロネーズの主題: 基本的なポロネーズのリズムが続きます。勇壮な旋律がしっ

かりと展開され、リズミカルかつダイナミックな要素が強調されます。 

• 中間部: 抒情的で静かな部分が挿入され、ここで作品に幻想的な要素が加

わります。この部分が特に物語性を感じさせ、感情的な高揚を生み出します。 

• 再現部と終結部: 最終的にポロネーズの主題が再現され、力強い結末へと向

かいます。終結部では、技巧的なパッセージが続き、華麗で壮大なクライマック

スを迎えます。 

演奏 

《幻想ポロネーズ Op.14》は、非常に高い技術を要する作品であり、プロのピアニストによ

って演奏されることが多いです。そのため、演奏会ではピアニストの技巧や表現力を披

露する場として選ばれることがあります。 

評価と影響 



モシュコフスキーは、当時のピアノ作品の中でも特に華麗で技巧的な作品を作曲した

作曲家の一人であり、《幻想ポロネーズ Op.14》も彼のピアノ作品の代表作の一つで

す。ショパンの影響を感じさせながらも、モシュコフスキー独自の技巧と詩情が見事に融

合しており、ピアニストや音楽愛好者から高い評価を受けています。 

全体的に、この作品は壮麗さ、技巧的な要素、そして幻想的な詩情を兼ね備えた名作

であり、ロマン派音楽の中でも特にピアノ音楽のレパートリーとして広く親しまれています。 

 

• 管弦楽曲 

o 《交響曲ト短調 Op.6》：初期の管弦楽作品で、ロマン派の影響を受け

た壮大な構成が特徴です。 

o 《ピアノ協奏曲変ホ長調 Op.59》：モシュコフスキーの最も有名な協奏曲

で、リストやショパンの影響を感じさせる華麗な作品です。 

• 室内楽 

o 《ヴァイオリンとピアノのための組曲 Op.71》：ヴァイオリンとピアノのための美

しい作品で、ロマン派の情感が豊かに表現されています。 

• オペラ 

o 《ボアブドル（Boabdil）》：スペインの歴史を題材にしたオペラで、彼の唯一

の大規模な舞台作品です。残念ながら、上演機会が少なく、知名度は

低いです。 

人間関係 

モシュコフスキーは、当時の著名な音楽家たちと幅広く交流していました。彼はクラ

ラ・シューマンやハンス・フォン・ビューロー、フランツ・リストなどと親交があり、特にリスト

はモシュコフスキーの才能を高く評価していました。 

彼はまた、多くの後進の音楽家に影響を与えました。モシュコフスキーは教育者として

も活動し、後に有名になるピアニストや作曲家たちを指導しました。彼の生徒には、ウ

ラディミール・ホロヴィッツなどが含まれています。モシュコフスキーの教育方法は実践

的であり、技巧的な面だけでなく、音楽的な表現力を重視していたとされています。 



思想 

モシュコフスキーは、ロマン派音楽の伝統に深く根ざしながらも、自身の作品に独自の

軽快さとエレガンスを取り入れた作曲家です。彼の作品には、技巧的な要素が多く含ま

れており、ピアノ曲は特にその技術的な難易度で知られていますが、同時にリスナーを

楽しませる要素も強く意識されています。 

彼の音楽は、複雑さと聴きやすさが絶妙にバランスされており、特にピアノ作品では、華

やかさや装飾的な要素がよく見られます。晩年は健康上の問題や経済的な困窮にも

かかわらず、彼の音楽はロマン派の伝統を体現しつつ、新しい世代のピアニストたちに

強く影響を与えました。 
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